
 
 
 

会 報 委 員  小 関  正 晃  
日 時   令 和 ７ 年 １ ２ 月 1 ３ 日  
    午 後 ３ 時 ３ 0 分 〜 午 後 ５ 時 １ ０ 分  
場 所   江 南 市  市 ⺠ ⽂ 化 会 館 ２ 階  美 術 工 芸 室  
講 師   愛 北 さ と う 合 同 登 記 事 務 所  佐 藤  友 泰  様  
テ ー マ  盛 土 規 正 法 と 行 政 書 士 の 実 務 対 応  〜 制 度 理

解 か ら 業 務 展 開 ま で  
参 加 者  ２ ８ 人  
 
 

尾 北 支 部 で は 、 令 和 ７ 年  
度 第 ３ 回 研 修 会 を 江 南 市 ⺠  
⽂ 化 会 館 に て 開 催 し ま し た 。  
 今 回 の 研 修 は 愛 知 県 行 政 書  
士 会 ・ 尾 北 支 部 の 愛 北 さ と う  
合 同 登 記 事 務 所 の 佐 藤 友 泰 先  
生 を 講 師 に お 迎 え し 、 盛 り 土  
規 制 法 と 行 政 書 士 の 実 務 対 応  
を テ ー マ に 盛 土 規 制 法 の 制 度  
の お 話 か ら 、 佐 藤 先 生 が 実 際 に 受 任 し た 許 可 申 請 を 参
考 に 講 義 を し て 頂 き ま し た 。  

本 許 可 制 度 は 施 行 後 間 も な い 新 し い 許 可 で あ る た
め 、 各 会 員 に お い て も 知 識 が 少 な い 状 態 で の 研 修 会 と
な り 、 参 加 者 の 中 で 受 任 経 験 の あ る 先 生 は お り ま せ ん
で し た 。 そ の 中 で 、 佐 藤 先 生 が 実 際 受 任 さ れ た 案 件 を
参 考 に さ せ て 頂 い た 事 か ら 、 申 請 書 類 の イ メ ー ジ を 持
ち や す く 、 大 変 分 か り 易 い 研 修 と な り ま し た 。  

盛 土 規 正 法 が 制 度 化 さ れ た 背 景 に は 令 和 ３ 年 ７ 月 に
発 生 し た 静 岡 県 熱 海 市 の 土 石 流 災 害 の 影 響 が 大 き く 、
全 国 的 に も 不 適 切 な 盛 土 に よ る 崩 落 が 散 見 さ れ て お り
ま す 。  
行 政 書 士 と い う 職 責 に お い て 、 本 制 度 を 熟 知 し 、 適 切
な 許 認 可 手 続 き を 経 た 上 で 盛 土 工 事 を 行 う 事 が 、 地 域
社 会 の 安 全 や 人 命 の 保 護 に 資 す る も の で あ る と 痛 感 し
ま し た 。  

今 回 の 研 修 会 を き っ か け に 、 土 地 利 用 に 関 す る 許 認
可 申 請 を や っ て み た い と い う 会 員 も 増 え 、 尾 北 支 部 と
し て 新 設 さ れ た 盛 土 規 正 法 の 許 認 可 に 対 す る 知 見 を 深
め ら れ る 、 大 変 有 意 義 な 研 修 会 と な り ま し た 。  
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